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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

グループホーム葉山苑天領の杜

１年間

１年間

・近隣の学校や保育園等に
対し、ぞうきんやベルマー
ク等の贈呈など地域に貢献
できる取り組みを継続す
る。
・地域の行事を把握しでき
る方法で参加し交流を図
る。

１年間

利用者の立場に立っての
支援が出来ているか。

定期的につながりを持つ
事で、利用者の情緒の安
定、家族の安心に繋げ
る。

・電話やインターネット等
を利用し、定期的につなが
る機会を作る。
・馴染みの人や場所を訪れ
たり、身近に感じる事がで
きるような企画を取り入れ
る。

１年間

利用者の本人による意思
決定の支援ができている
か。

暮らし方について意思を
伝える事ができる環境を
作る。

・利用者に対し寝る、起き
る、食べる、行く等基本の
行動に対し意思確認をす
る。意思を表出できない方
に対しても表情や動作等か
ら汲み取るよう努める。
・暮らし方の意向や望みを
多職種間、ご家族との連携
のもと把握共有する。

現状における
問題点、課題

事業所自体が地域の一員
としての交流を定期的に
持つ事ができているか。

ご家族や馴染みの人との
つながる機会が少ない。

１人ひとりにあった食事
の提供方法や環境作りが
出来ているか。

食事が楽しみになる為の
環境を作る。

・リクエスト食や行事食を
増やし楽しみに繋げる。
・彩りや香りを感じて頂け
る声掛けやアプローチを行
う。
・適温適時の提供。
・口腔体操や適切な口腔ケ
アを行い口腔機能の維持に
努める。

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

利用者が安心して心穏や
かに生活を送ることが出
来る。

・定期的に支援の振り返り
を行い、自覚と反省につな
げる。
・利用者や家族の意見を積
極的に聞き取り、より利用
者本位の支援に繋げる。

１年間

事業所から積極的に交流
を持ち、相互にやり取り
できる関係性を築く。
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